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白樺派の文豪 有島武郎 の遺訓
「相互扶助」

空気や水、土地のようなものは人類全体で
共有して個人の利益のために私有されるべき
でない。小作人が土地を共有して責任を持
ち、「相互扶助」の精神で営農するよう

1878年3月4日、旧薩摩藩郷士で大蔵官僚の有島武
の長男として東京小石川に生まれる

1903年渡米し、ハーバード大学などで学び、西洋哲学
の影響を受ける

1922年7月18日、土地共有による有島農場の無償解
放を宣言し、当時の社会にさまざまな反響を呼んだ
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町の概要
人口：5,295人(うち外国人住民499人)

世帯：2,769世帯 ※2018年12月末住民基本台帳

面積：197.13k㎡（山手線内側の約３倍）

高齢化率：26.2%

財政規模：53億9,850万円（H30年度全会計予算）

財政力指数：0.3

議員数：10名、 職員数93人（特別職除く）

北海道新幹線(札幌）2030年度開業予定
東京 ⇔ 札幌（約５時間）札幌 ⇔ ニセコ（25分）
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ニセコ町のまちづくり
〇情報共有・住民参加による自治の実現

〇小さな世界都市（第４次総合計画）

〇環境創造都市ニセコ（第５次総合計画）

〇「地下水保全条例・水道水源保護条例」

〇「環境基本計画」

〇「景観条例」

〇経済循環の強化

高い

親和性

世界のベストプラクティスを視座に、

持続可能なまちづくりにチャレンジする

ＳDGs への取組みを強化
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町のブランディング（まちづくり） その１

【社会面：安心して住み続けられる地域コミュニティの形成】→ 自治

147回まちづくり町民講座

外国人の皆さんとまちづくり議論

全国初、自治基本条例制定
予算説明書

の全戸配布
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Hokkaido International School Niseko〔2012年1月23日開校〕

HIS＝1958年札幌市に開設
北海道唯一の国認定のイン
ターナショナルスクール
WASC認定校（幼稚部、初等
部、中等部、高等部） 6



町のブランディング（まちづくり） その２

【経済面:地域経済循環と「稼ぐ力」の強化→継続・拡大】

＊創業支援・企業進出支援（大規模から零細まできめ細かに対応）

・成果：適正な規制の下に、世界ﾌﾞﾗﾝﾄﾞのﾎﾃﾙ群、お茶・野菜茶・ﾋﾞｰﾙ製造ﾒｰｶｰ、

賃貸マンション等の進出。また、小規模飲食店や弁護士事務所の進出、農業者の

起業(ﾜｲﾅﾘｰ）などにより、商工会員数が設立以来最大を更新中

・協議中案件：ホテル建設、航空関連学校、酒造ﾒｰｶｰ進出等、相談継続中

（国の支援／地域未来投資促進法、中小企業生産性向上のための特別措置法、過疎法等）

＊観光目的税の導入検討・実施
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神秘の「パウダースノー」と「ニセコルール」を世界のスキーヤー・ボーダーが評価 8
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彼らを引き付ける最大の魅力は

①日本初の観光協会の株式会社化
（株）ニセコリゾート観光協会

②町民が「東アジア観光客誘致協議会」を設立

③町民の海外研修制度創設
④民間「アウトドアセンター」の設立等、民間投資が活発化
⑤ニセコ雪崩調査所の創設 「ニセコなだれミーティング」

⇒雪崩事故防止活動⇒雪崩情報の発信⇒『ニセコルールの確立』

観光の危機 ⇔ 観光関係者・町民が行動
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• ニセコでの新雪滑走は歴史は1930年代から
（ゲレンデではなくツアースキー）

• 1980年代、山頂付近までリフトが開通。大勢の人
たちが簡単にスキー場コース外へ
→国内で最も雪崩事故が多い山となった

• 2001年、雪崩事故を無くしたいという地域の想いか
ら「ニセコルール」を制定
→コース外との境界にロープを張り、外へ出るとき
はゲートから出る
→雪崩の危険があるときはゲートを封鎖
（コース外への出てはならないというメッセージを
スキーヤーに伝える）

※「コース外は自己責任」という言葉を安易に使わず「利
用者の自由を尊重し、その安全に重大な関心を持
つ」というのが 「ニセコルール」の精神

ニセコルールの取り組み

運営組織：ニセコアンヌプリ地区なだれ事故防止対策協議会
参加団体：倶知安町、ニセコ町、日本ハーモニーリゾート㈱、
㈱東急リゾートサービス、ニセコビレッジ、ニセコアンヌプリ国際スキ
ー場、ニセコモイワスキーリゾート、ニセコ雪崩調査所

「利用者の自由を尊重し、その安全に重大な関心を持つ」
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海外で大きく取り上げられているNiseko

CNN Financial Times

Wall Street JournalCNN
BrazilのTV

イギリスのラグジュアリー
トラベル・マガジン



ワールドスキーアワードの各部門を受賞
（スキー界のオスカー賞と言われている。）

ニセコユナイテッド 「日本のベスト・スキー・リゾート」＊2年連続受賞
ヒルトンニセコビレッジ 「日本のベスト・スキー・ホテル」＊3年連続受賞
※ 世界で初めて人物表彰
⇒ 新谷暁生（ニセコ雪崩調査所所長）＝ 「ニセコルール」 の創設

「特別賞（Special Award）」（世界のスキー界に貢献）
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ニセコ町の厳しい環境・景観規制（乱開発防止）に共感する人々が来訪
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ニセコエリア ⇒ ニセコ山系の５自治体

ニセコHANAZONOリゾート

ニセコグランヒラフ

ニセコビレッジスキーリゾート

ニセコアンヌプリ国際スキー場
ニセコモイワスキーリゾート

ニセコ連峰チセヌプリスキー場

ニセコワイススキー場
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ニセコ観光圏

NISEKO,My Extreme

[世界が選ぶニセコ]
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市街

蘭越町（人口 4,930人、面積449.78k㎡）
ニセコ町（人口 5,056人、面積197.13k㎡）
倶知安町(人口16,052人、面積261.34k㎡）

※観光圏全体 人口26,038人、面積908.25k㎡

主たる滞在促進地区

交流地区
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653,204人
ニセコ観光圏認定 2014年
日本版DMO登録 2018年



町のブランディング（まちづくり） その３

【環境面:省エネ・再エネ導入の促進、資源循環→継続・拡大】

景観条例
準都市計画
企業立地ガイドライン

環境基本条例、環境基本計画
水道水源保護条例・地下水保全条例

一般廃棄物処理計画、分別収集計画

景観保全・開発規制

資源・環境保全

地域内エネルギー循環政策
地球温暖対策実行計画（区域施策編）
環境モデル都市アクションプラン

省エネルギービジョン

＊環境配慮型個別・集合住宅用地整備と建設促進
＊地域資源を活用した地域熱供給システム構築（ＪＲ駅前）
＊環境配慮型の象徴的新庁舎の建設（兼防災センター）
＊ローカルスマート交通（2次、3次交通）対策

これまで

これから(SDGｓﾓﾃﾞﾙ事業）
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観光と環境の横断的な実践例

町立ニセコ高校の学生がエコアンバサダーとなりエコツアーを実践

省エネによる経費削減分は新たなサービスの提
供、設備投資を行うことで更なる観光振興を促

進

■観光事業者による省エネ設備導入

CO2削減を自分ごととして捉えてもらうきっかけづくりのた
め、誰でも参加しやすいよう身近な話題をテーマに、カフェ形

式での環境エネルギー講座の開催

■Edu-Vacation（エデュバケーション）= education + 
vacation

■エコナイトカフェ

第２夜～ワインと音楽の夜
～

第１夜～桂三段のエコ算段
～

■観光事業者向け環境・省エネルギー勉強会、省エネ診断

町内ホテル照明のＬＥ
Ｄ化、温泉排湯の熱
交換器の導入、地熱

発電の検討

ニセコ町のCO2出量の約４割を占める観光分野からのCO２排出量を削減していくた
め、観光事業者、観光客が一体となった取組みを推進
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RESAS 地域経済循環マップ－地域経済循環図（2017年作成）

ニセコ町は、町外からの民間投資
が多く得られている一方、民間消
費や調達を町外に頼っている。

ＮＩＳＥＫＯ生活・モデル地区構築事業による

「自律的好循環」
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【概要】
＊市街地約９ｈａの土地に、ＮＩＳＥＫＯ生活を象徴する生活空間を形成する
＊単なる分譲地ではなく、生活形態まで設計された地域
＊集合・賃貸住宅など様々な住宅群を形成
＊開発コンセプトを町や地域が事前にコントロール

【モデル地区の特徴】
＊本町の基準により、高断熱・高気密住宅群の義務化
・町外流出していたエネルギーコスト（電気・灯油）を削減し、
その分を住宅性能向上（地元工務店受注）、
個人資産形成にあて、域内循環を向上

＊子どもから高齢者、高所得から低所得者まで
政策的に混住させる（防犯・住民自治に効果）

＊景観に配慮された住宅群の形成（電線地中化）
＊地域運営組織など活発な自治活動を推進
＊省エネのほか、エネルギー源の検討

NISEKO生活・モデル地区構築事業＜自治体ＳＤＧｓモデル事業＞
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「NISEKO生活・モデル地区構築事業」
コンセプト素案

1. 人口増加圧力
への対応

2. 適度な高い
人口密度の確保

3. 緑のインフラ
の整備

4. 超高断熱・
高気密な建物

5. 再エネ・地域
熱供給の活用

6. 集合型駐車場
の整備

7. 既存の地形・
植生を生かす

8. 活発な人的、
社会的な交流

NISEKO生活
モデル地区
コンセプト



NISEKO生活・モデル地区構築事業
レイアウト（素案）
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NISEKO生活・モデル地区構築事業
スケッチ（素案）



ニセコ駅

〇ニセコ駅
〇コミュニティＦＭ局
〇公共温泉（綺羅乃湯）
〇バス会社
〇テレワーク施設
〇中央倉庫群(貸館他)

〇民間マンション
〇公営住宅
〇公園
〇アウトドア事業所
〇スキー工場
〇飲食店

ニセコ駅前：地域資源を活用した地域熱供給モデル地区

温
泉
熱

〇温泉熱ボーリング
〇流量・温度調査
〇木質バイオ導入検討
〇熱供給システム検討
〇工程検討
〇施設毎、利用法検討

23



「モデル事業の普及展開性」
＊ニセコ町第５次総合計画のテーマ「環境創造都市ニセコ」

＊農業と環境を基盤とした観光業を主産業とする町は多数存在
＊観光業による資金の域外流出も類似自治体は多数存在
＊資源・経済の域内循環は、取組みの普遍性があり、共通の課題
＊専門家や自治体交流を通じて世界の環境先進地を学び取入れる
（ﾌﾗｲﾌﾞﾙｸ、ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ、ﾂｪﾙﾏｯﾄ、ｳｨｽﾗｰや国内先進自治体等） 24



●観光目的税の導入検討・実施
●創業支援・企業進出支援
●下水道等基礎インフラの整備

経済
課題…地域経済循環と「稼ぐ
力」の強化 課題…安心して住み続けら

れる地域コミュニティの形成

環境

社会

・社会資本整備総合交付金(国交省)
等による支援を想定

ＮＩＳＥＫＯ生活・
モデル地区構築事業

・事業整備構想策定（開発行為含）
・用地取得・造成
・自治組織の仕組検討・導入

稼ぐ力の強化し、利益を環境保
全に還元、環境面でのブランド

向上

自然環境を求める世界中からの観光客増加・有望な投
資先、企業進出機会の拡大、企業イメージアップ

・エネルギー構造高度化・転換理解促進事
業（経産省）等により支援

・地方創生推進交付金(内閣府)等
による支援を想定

町民のシビックプライ
ド・環境モデル都市の

自らの参加

生活の質の向上、災害に強いま
ちづくり、移住者増加

雇用創出・人口微増傾向の維持・インフラ整備

人口微増傾向の維持・地域経済担い
手確保・企業進出の誘発

課題…省エネ、再エネ導入の促進、資源循環

●環境配慮型個別・集合住宅の建設促進
●地域資源を活用した地域熱供給導入（ＪＲ駅前）
●環境配慮型象徴的新庁舎の建設（兼防災ｾﾝﾀ）

●民間資金活用集合住宅建設等促進条例
●交通体系の最適化による生活の質の向上
●防災センター建設による防災機能強化
●情報共有と住民参加のまちづくり継続

環境を生かし、資源、経済が循環する「サスティナブルタウンニセコ」の構築
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SDGs未来都市・環境モデル都市ニセコ町

みなさまのご来町を
お待ちしております。
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